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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

ミエリンの糖 脂質であるスルファチ ドに対するIgM血 中抗体 は,自 然抗 体として低 力価のものは正常者にも

みられる,今 回,CIDPに おける抗 スルファチ ド抗体を測 定し,そ の意義 を再検討 した.

【方法】

CIDPと 正常 対照の血中抗 スルファチド抗体価 を測 定 し,CIDPに つ いては抗体 活性 により高値 群と低値

群に分け て臨床 的特 徴 を比 較 した.ま たMAG(myelinassociatedglycoprotein)やSGPG(sulfated

glucuronylparagloboside)に 反応 するIgMM蛋 白をもつIgMパ ラプロテイン血症 を伴 うニューロパチ ー

IgM-N)に つ いて も,血 中抗 スルファチ ド抗体 活性や臨 床的特 徴を検 討 してCIDPと 比較 した.

抗体 の測定 にはELISA法 を用いた.

【結果】

抗 スルファチド抗体価 はIgM-NでCIDPお よび正常対照と比 較して有意 に高かったが,CIDPと 正常対照

では差がみられなかった.し かしCIDPの 中で,抗 スルファチ ド抗体高値群 では低値 群に比 し運動失調の頻度

が有意に高く,遠 位優位の障害が多 くみられ,IgM-Nの 特 徴と類似 していた,IgM-Nに おいてSGPGに 対

する抗体活性 とスルファチドに対 するものとでIgMの 軽鎖は一致 した。

【考察】

抗スルファチド抗 体については,一 定 した見解 は得られていないが,明 らかな抗 体価高値 を示 すのは,IgM

M蛋 白を伴 う例が多い.ニ ューロパチーに伴 うIgMM蛋 白は,MAG/SGPGに 対 する抗体活性 をもつものが

多く,同 じ硫 酸基 をもつスルファチ ドに も交 差反応することが 推測 される.今 回の検 討で示 したようにSGPG

に対 する抗 体活性 とスルファチドに対するものとでIgMの 軽鎖は一致 していたことは,同 じ抗 体がSGPGと ス

1レファチ ドに反応していることを支持するデータである,低 力価の抗スルファチド抗体は,そ れ だけで発症 因子

となるものではないが,CIDPに お いて末梢神経 の炎症機転 がはたらき血液神経 関門が疎になるなどの条件の

もとで,同 じく硫酸 基を持 つ複合 糖質 を認識する抗MAG/SGPG抗 体 と同様に末梢神経 に作用することにより,

CIDPの 病態 を修飾する因子 として働 く可 能性がある.抗MAG/SGPG活 性 をもつIgMM蛋 白は,大 部分が

スルファチ ドにも反応することが確 認され,硫 酸基をもつ複 合糖質 に対する血中抗体 のスクリーニ ング検査 にス

ルファチ ドを使用で きることが示 され た.今 後は他の硫酸 基をもつ複合糖 質に対する抗体 活性 も検 討すること

が必要 と考えられる.

【結謝

CIDPに おける抗 スルファチ ド抗体 は,そ れだけで発症 因子とはならないが,病 態 を修 飾する因子 として抗

MAG/SGPG抗 体類似の働 きをする可能性 がある.
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